
は
じ
め
に

米
騒
動
は
大
正
七

(

一
九
一
八)

年
八
月
、
富
山
県
の
騒
動
を
契
機

に
瞬
く
間
に
全
国
に
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
米
騒
動
が
富
山
県
か
ら
全

国
に
伝
播
す
る
過
程
で
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
ま
た
、
富
山
県
を
は
じ
め
と
す
る
米
騒
動
で
は
、
民
衆
が
自
発

的
に
行
動
し
、
社
会
・
政
治
上
に
お
け
る
民
衆
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
先
導
し
た
一
つ
に
当
時
の
新
聞
報
道
が
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
米
騒
動
の
際
に
各
新
聞
が
民

衆
に
ど
の
よ
う
に
情
報
を
報
じ
た
か
を
、
新
聞
の
特
色
や
背
景
を
踏
ま

え
つ
つ
検
討
す
る
。

米
騒
動
を
民
衆
と
新
聞
報
道
か
ら
考
察
し
て
い
る
先
行
研
究
に
は
以

下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
井
上
清
・
渡
辺
徹
は
、
富
山
県
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
米

騒
動
の
概
要
を
ま
と
め
、
富
山
県
内
の
米
騒
動
記
事
が
記
載
さ
れ
た
全

国
の
新
聞
紙
を
記
し
て
い
る

(

１)

。

ま
た
、
北
日
本
新
聞
百
年
史
編
さ
ん
委
員
会
に
よ
る
研
究
で
は
、
米

騒
動
に
お
け
る
富
山
県
内
新
聞
各
紙
の
状
況
・
報
道
姿
勢
に
つ
い
て
、

各
新
聞
社
と
政
党
の
関
係
性
を
指
摘
し
た

(

２)

。

一
方
、
藤
野
裕
子
は
、
東
京
に
お
け
る
米
騒
動
を
考
察
し
、
富
山
県

に
お
け
る
米
騒
動
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
都
市
東
京
の
米
騒

動
で
は
、
米
価
問
題
で
は
説
明
で
き
な
い
要
因
と
し
て
男
性
が
日
常
的

に
抱
い
て
い
た
疎
外
感
と
承
認
願
望
が
噴
出
し
て
い
た
と
し
て
い
る

(

３)

。

さ
ら
に
、
金
沢
敏
子
・
向
井
嘉
之
・
阿
部
不
二
子
・
�
谷
實
に
よ
る

研
究
で
は
、
富
山
県
を
中
心
と
し
た
明
治
・
大
正
期
の
米
騒
動
に
お
け
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る
民
衆
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
性
を
分
析
し
て
お
り
、
新
聞
記
事

か
ら
米
騒
動
と
民
衆
に
関
す
る
考
察
を
し
て
い
る

(

４)

。

先
行
研
究
上
の
問
題
点
と
し
て
、
当
時
に
お
け
る
新
聞
社
の
特
色

(

政
党
色
・
地
域
色)

や
各
紙
の
具
体
的
な
記
事
内
容
が
詳
し
く
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
富
山
県
内
に
お
け
る
米
騒
動
の
報
道
に
お
い

て
、『

高
岡
新
報』

と
そ
の
主
筆
井
上
江
花
が
積
極
的
だ
っ
た
と
し
て

い
る
が
、
は
た
し
て

『

高
岡
新
報』

以
外
の
新
聞
が
米
騒
動
と
民
衆
に

対
し
て
冷
淡
だ
っ
た
と
言
い
切
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
富
山
県
の
米
騒
動
が

新
聞
報
道
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
県
内
に
伝
播
し
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
。
そ
の
た
め
に
、
富
山
県
内
の
新
聞
四
紙

(『
高
岡
新
報』

、『

富

山
日
報』

、『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

、『

北
陸
政
報』)

を
取
り
上
げ
、
そ
の

特
色
や
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
特
に
、
米
騒
動
の
報
道
に
積
極
的
と

さ
れ
た

『

高
岡
新
報』

と
そ
の
主
筆
井
上
江
花
に
つ
い
て
注
目
し
、
そ

の
報
道
姿
勢
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
各
新
聞
が
紙
面
で
ど
の
よ
う
に
米
騒
動
記
事
を
扱
っ
た
か
、

民
衆
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
米
騒
動
を
報
じ
た
か
を
各
新
聞
の
背
景
を

踏
ま
え
つ
つ
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
富
山
県
に
お
け

る
米
騒
動
と
新
聞
報
道
の
関
係
性
に
つ
い
て
再
評
価
し
た
い
。

第
一
章

富
山
県
に
お
け
る
米
騒
動
の
展
開

富
山
県
に
お
け
る
米
騒
動
は
、
魚う
お

津づ

・
滑
な
め
り

川か
わ

・
水
橋
み
ず
は
し

な
ど
の
沿
岸

地
域
か
ら
富
山
市
を
中
心
と
す
る
県
の
中
心
部
へ
と
波
及
し
た
。
魚
津
・

滑
川
・
水
橋
は
米
騒
動
が
激
し
か
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
高
岡
市
を

は
じ
め
と
す
る
県
西
部
地
域
で
は
、
米
騒
動
の
目
立
っ
た
動
き
は
見
ら

れ
な
い
。

米
騒
動
の
原
因
は
米
価
暴
騰
に
よ
る
生
活
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加

え
て
沿
岸
地
域
で
は
漁
業
で
生
計
を
立
て
て
い
た
た
め
不
漁
が
重
な
り

生
活
難
に
陥
っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
騒
動
に
参
加
し
た
沿
岸
地
域
住
民
の
証
言
に
よ
る
と
、
騒
動

を
実
行
し
た
他
地
域
の
住
民
が
た
き
つ
け
た
こ
と
も
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
証
言
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

(

５)

。

一
昨
日
水
橋
町
の
一
漁
民
が
特
殊
部
落
に
至
り
、｢

此
際
温
順
し

く
し
て
居
る
は
馬
鹿
だ
水
橋
の
如
き
一
揆
を
起
し
た
御
陰
で
安
い

米
が
食
ひ
る
様
に
な
つ
た｣

と
焚
き
付
け
た
、
さ
な
き
だ
に
不
安

に
動
揺
し
て
る
彼
等
は
、
騒
ぎ
廻
つ
た
為
に
安
い
米
を
食
ひ
る
な

ら
、
自
分
達
も
騒
ご
う
、
と
さ
て
こ
そ
隊
を
組
む
に
至
つ
た
の
だ
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相
な

ま
た
、
井
上
清
・
渡
辺
徹
に
よ
る
と
、
富
山
県
で
は
他
府
県
で
み
ら

れ
た
打
ち
こ
わ
し
な
ど
の
実
力
行
使
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
地
域
の

有
力
者
に
米
の
廉
売
や
救
済
策
を
嘆
願
す
る
運
動
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

(

６)

。

八
月
上
旬
の
魚
津
・
滑
川
の
米
騒
動
で
は
激
し
い
動
き
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
の
米
騒
動
で
は
救
済
要
求
や
廉
売
要
求
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

米
騒
動
と
新
聞
報
道
の
関
係
を
年
代
順
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

『

北
陸
政
報』

七
月
二
十
三
日
号
に
米
騒
動
の
第
一
報
と
し
て
魚
津

の
米
騒
動
記
事
が
、
翌
日
の

『

富
山
日
報』
・『
北
陸
タ
イ
ム
ス』

七
月

二
十
四
日
号
に
も
魚
津
の
米
騒
動
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
七
月
に
お
け

る
米
騒
動
記
事
は
、『

北
陸
政
報』

・『

富
山
日
報』

・『
北
陸
タ
イ
ム
ス』

の
三
紙
が
報
じ
て
お
り
、
な
か
で
も『

富
山
日
報』

・『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

が
率
先
し
て
報
道
し
て
い
る
。

こ
の
間
、『

高
岡
新
報』

に
は
米
騒
動
の
関
連
記
事
を
見
い
だ
せ
な

い
。『

高
岡
新
報』

が
は
じ
め
て
米
騒
動
の
記
事
を
掲
載
す
る
の
は
、

『

高
岡
新
報』

八
月
二
日
号
で
あ
る
。
そ
の
後
、
八
月
上
旬
に
滑
川
の

米
騒
動

(

八
月
六
日)

を
は
じ
め
と
し
て
富
山
県
内
で
米
騒
動
が
多
発

し
、
各
紙
で
米
騒
動
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。『

高
岡
新
報』

は
八
月
四

日
号
か
ら
米
騒
動
記
事
を
大
々
的
に
掲
載
し
、
以
後
、
率
先
し
て
報
道

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
全
国
で
は
八
月
十
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
の
一
週
間
余

り
の
間
に
米
騒
動
が
多
発
し
た
が
、
こ
の
期
間
に
、
富
山
県
内
で
の
米

騒
動
発
生
件
数
は
少
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
救
済
策
が
関
係
し

て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

第
二
章

県
内
新
聞
四
紙
の
特
色
と
政
治
的
背
景

大
正
七
年
当
時
の
県
内
で
は
、『

高
岡
新
報』

、『

富
山
日
報』

、『

北

陸
タ
イ
ム
ス』

、『

北
陸
政
報』

の
四
つ
の
新
聞
紙
が
存
在
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
明
治
時
代
か
ら
、
改
題
・
変
遷
し
な
が
ら
存
続
し
て
い
る
。

『

高
岡
新
報』

は
夕
刊
紙
で
あ
り
、『

富
山
日
報』

・『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

・

『

北
陸
政
報』

の
三
紙
は
朝
刊
紙
で
あ
る
。
新
聞
社
の
所
在
地
は
、『

高

岡
新
報』

は
高
岡
市
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
三
社
は
富
山
市
総
曲
輪
で

あ
っ
た
。
政
党
色
と
し
て
は
、『

高
岡
新
報』

が
中
立
紙
と
さ
れ
る
が
、

当
時
の
社
長
木
津
太
郎
平
が
自
由
党
系
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
政

友
会
色
も
見
ら
れ
た
と
さ
れ
る

(

７)

。『

富
山
日
報』

は
、
立
憲
改
進
党
―

憲
政
会
系
の
機
関
紙
で
あ
り
、『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

は
中
立
紙
で
あ
っ
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た
。
し
か
し
、『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

は
創
刊
当
初
か
ら

｢

政
党
と
は
無

関
係
の
一
紙｣

と
言
い
続
け
て
い
た
も
の
の
、
当
時
の
社
長
田
中
清
文

が
自
由
党
系
で
あ
っ
た
た
め
、
論
調
は
自
由
党
系
に
ま
わ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
。『
北
陸
政
報』

は
、
自
由
党
系
―
政
友
会
の
機
関
紙
と
し
て

の
性
格
を
有
し
て
い
た
。
一
方
、『

高
岡
新
報』

の
前
身
は
明
治
時
代

初
期
の

『

高
岡
商
況』
、『
高
岡
商
況
日
報』

と
い
う
、
高
岡
米
商
会
所

で
取
引
さ
れ
る
米
相
場
を
中
心
に
掲
載
し
た
新
聞
で
あ
る
。『

高
岡
新

報』

は
米
相
場
を
扱
っ
た
経
済
紙
で
あ
り
、
中
立
紙
と
し
て
歩
ん
で
い
っ

た
と
さ
れ
る
。

次
に
、
地
域
色
は
、『

高
岡
新
報』

は
高
岡
・
砺
波
な
ど
県
西
部
地

域
で
の
購
読
数
が
多
く
、『

富
山
日
報』

・『

北
陸
政
報』

は
富
山
市
で

の
購
読
数
が
圧
倒
的
に
多
い
。『

北
陸
タ
イ
ム
ス』
は
、
四
紙
の
中
で

一
番
県
内
全
体
に
普
及
し
て
い
る
。
な
か
で
も
中な

か

新に
い

川か
わ

郡
、
下し
も

新に
い

川か
わ

郡

な
ど
の
県
東
部
地
域
で
の
購
読
数
が
多
い
。

米
騒
動
時

(

大
正
七
年
八
月)

の
社
長
・
主
筆
に
つ
い
て
ま
と
め
る

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『

高
岡
新
報』

の
社
長
は
、
木
津
太
郎
平
、
主
筆
は
井
上
江
花
で
あ

る
。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

『

富
山
日
報』

の
社
長
は
田
村
惟
昌
で
あ
り
、
主
筆
は
倉
辻
明
義
で

あ
る
。
社
長
の
田
村
は
、
改
進
党
系
で
明
治
期
か
ら
県
会
議
員
や
衆
議

院
議
員
を
経
験
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

の
社
長
は
田
中
清
文
で
あ
り
、
主
筆
は
中
院
富

有
で
あ
る
。
社
長
の
田
中
は
、
自
由
党
系
で
あ
り
、
明
治
期
に
県
会
議

員
や
副
議
長
を
務
め
、
大
正
二

(

一
九
一
三)

年
に
は
政
友
会
か
ら
当

選
、
衆
議
院
議
員
を
経
験
し
て
い
る
。
大
正
七
年
六
月
に
は
貴
族
院
議

員
に
当
選
し
、
大
正
十
四
年
ま
で
の
間
務
め
て
い
る
。

『

北
陸
政
報』

の
社
長
は
自
由
党
系
の
武
部
其
文
で
あ
る
。
武
部
は

県
会
議
員
や
衆
議
院
議
員
を
経
験
し
て
い
る
。
主
筆
は
、
明
治
後
期
ご

ろ
か
ら
北
陸
政
報
が
経
営
難
で
あ
っ
た
た
め
に
常
設
が
難
し
い
状
況
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
度
辞
任
し
て
県
外
の
新
聞
社
に
勤
め

て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
の
佐
藤
尚
友
を
再
び
招
い
た
と
さ
れ
て
い
る

(

８)

。

第
三
章

米
騒
動
に
お
け
る

『

高
岡
新
報』

の
報
道

と
主
筆
井
上
江
花

高
岡
新
報
社
は
、
明
治
二
十
五

(

一
八
九
二)

年
に
高
岡
市
内
の
有

力
者
に
よ
り
資
本
金
一
万
円
で
設
立
さ
れ
、
高
岡
財
界
の
有
力
者
を
後

ろ
盾
に
し
た
株
式
会
社
と
し
て
の
一
面
を
も
つ
。
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社
長
は
木
津
太
郎
平

(

清
太
郎)

(

一
八
七
五
―
一
九
五
〇)

で
あ

る
。
父
没
後
に
太
郎
平
を
襲
名
し
て
い
る
。
木
津
家
は
、
代
々
豪
商
と

し
て
高
岡
で
影
響
力
を
も
っ
た
。
木
津
も
ま
た
二
十
代
で
高
岡
貯
金
銀

行
取
締
役
な
ど
を
歴
任
し
、
高
岡
市
実
業
界
で
活
躍
す
る
。
明
治
三
十

六

(

一
九
〇
三)
年
に
高
岡
新
報
社
社
長
に
就
任
し
、
約
三
十
年
間
に

わ
た
っ
て
高
岡
新
報
社
を
主
導
し
た
。
彼
が
社
長
の
間
は
、
高
岡
新
報

社
は
経
営
や
記
事
内
容
が
充
実
し
て
お
り
、
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
明
治
四
十(

一
九
〇
七)
年
か
ら
大
正
元(

一
九
一
二)

年
、

大
正
九
年
か
ら
大
正
十
三
年
の
二
回
に
わ
た
り
高
岡
商
工
会
議
所
会
頭

を
務
め
た
。
大
正
元
年
の
第
十
一
回
総
選
挙
の
際
に
は
、
高
岡
の
市
政

団
体
に
立
候
補
を
要
請
さ
れ
出
馬
し
、
三
十
七
歳
で
政
友
会
か
ら
当
選
、

大
正
四
年
に
も
再
選
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
正
九
年
に
政
界
を
引
退

し
、
高
岡
銀
行
取
締
役
な
ど
に
就
任
し
、
高
岡
市
実
業
界
で
活
躍
す
る
。

昭
和
十
三

(

一
九
三
八)

年
に
は
、
高
岡
市
長
に
就
任
し
、
昭
和
二
十

年
ま
で
市
政
に
尽
く
し
た
。

主
筆
は
井
上
江
花

(

本
名
井
上
忠
雄)

(

一
八
七
一
―
一
九
二
七)

で
あ
る
。
金
沢
・
片
町
出
身
。
明
治
三
十
三

(

一
九
〇
〇)

年
に
知
り

合
い
の
紹
介
で
高
岡
新
報
社
に
入
社
、
明
治
四
十
年
に
主
筆
に
就
任
し

た
。
江
花
は
社
説
の
み
な
ら
ず
、
郷
土
史
や
考
古
学
に
関
心
を
も
ち
、

富
山
県
内
の
ば
ん
ど
り
騒
動

(

明
治
二
年
の
騒
動)

の
調
査
記
事
、
黒

部
峡
谷
の
レ
ポ
ー
ト
、
米
騒
動
の
記
事
な
ど
他
分
野
に
わ
た
る
記
事
を

書
い
た
。
著
作
集

｢

江
花
叢
書｣

な
ど
多
数
の
書
物
を
残
し
て
い
る
。

米
騒
動
時
の

『

高
岡
新
報』

や
主
筆
井
上
江
花
の
主
な
動
き
を
ま
と

め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

八
月
二
日
号
に
米
騒
動
に
関
す
る
初
め
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
以

後
連
日
報
道
さ
れ
る
。『

魚
津
フ
ォ
ー
ラ
ム

米
騒
動
を
知
る』

で
は
、

｢

高
岡
来
電｣

、｢

高
岡
電
報｣

、｢

高
岡
電
話｣

の
形
で
、
八
月
八
日
ま

で
の

『

大
阪
朝
日
新
聞』

、『

大
阪
毎
日
新
聞』

な
ど
全
国
紙
は

『

高
岡

新
報』

が
情
報
源
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る

(

９)

。

七
月
に
は

『

富
山
日
報』

、『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

が
米
騒
動
記
事
を
報

じ
て
い
た
も
の
の
、
全
国
に
伝
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

『

高
岡
新
報』

は
全
国
へ
の
情
報
提
供
の
最
前
線
と
な
っ
た
。
ま
た
、

全
紙
と
も
二
面
で
全
国
の
米
騒
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
の
、『

高

岡
新
報』

は
、
二
面
だ
け
で
は
な
く
、
三
面
で
も
大
々
的
に
全
国
の
米

騒
動
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
県
内
の
情
報
を
積
極
的
に
全
国
へ
提
供
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
の
情
報
も
積
極
的
に
県
内
に
報
じ
て
い
る
。

八
月
八
日
に
は
、『

高
岡
新
報』

八
月
七
日
号
に
対
す
る
発
売
発
布

禁
止
処
分
が
富
山
県
内
務
部
よ
り
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
滑
川
の
米
騒
動
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記
事
や
社
説
が
原
因
と
さ
れ
る
。

以
後
、『

高
岡
新
報』

で
は
米
騒
動
関
連
の
社
説
が
載
ら
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
八
月
中
頃
に
江
花
が
札
幌
で
開
か
れ
る
全
国
記
者

大
会
の
参
加
の
た
め
、
札
幌
出
張
に
出
か
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
江

花
は
、
九
日
に
富
山
を
出
発
し
、
二
十
六
日
帰
県
す
る
ま
で
の
約
二
週

間
不
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
の
社
説
は
、
江
花
が
書
き
溜
め
て
い
た
記

事
や
北
海
道
関
係
の
記
事
を
現
地
か
ら
送
信
し
て
い
る
。

七
月
に

『

高
岡
新
報』

に
米
騒
動
関
連
記
事
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
、『

魚
津
フ
ォ
ー
ラ
ム

米
騒
動
を
知
る』

で
は
、
七
月

は
江
花
が
六
月
下
旬
に
調
査
し
た
大お

お

境
さ
か
い

洞
窟
調
査
に
関
す
る
考
古
学

記
事
に
取
り
組
み
忙
し
か
っ
た
こ
と
と
、
騒
動
の
中
心
地
で
あ
る
魚
津

に
は

『

高
岡
新
報』

の
支
局
が
な
く
情
報
が
入
ら
な
か
っ
た
た
め
で
は

な
い
か
と
述
べ
て
い
る

(

�)

。

七
月
下
旬
の
記
事
に
も
、
発
掘
調
査
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た

め
、
江
花
が
考
古
学
の
記
事
に
取
り
組
み
忙
し
か
っ
た
こ
と
は
想
像
で

き
る
。
た
だ
し
、
江
花
以
外
の
記
者
が
米
騒
動
記
事
を
執
筆
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
方
、『

高
岡
新
報』

に
は
県
内
各
地
の
情
報
を

取
り
上
げ
て
い
る｢

各
地
通
信｣

と
い
う
項
目
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
県
西
部
の
情
報
が
中
心
で
あ
り
、
県
東
部
の
情
報
は
入
ら
な

か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
七
月
に『

高
岡
新
報』

に
米
騒
動
関
連
記
事
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
は
疑
問
が
残
る
。

第
四
章

米
騒
動
に
関
す
る
記
事
内
容
の
分
析

で
は
、
各
紙
は
米
騒
動
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、

各
紙
の
記
事
内
容
か
ら
報
道
姿
勢
を
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
各
紙

の
米
騒
動
記
事
に
つ
い
て
、｢

貧
民
の
実
態｣

、｢

政
府
・
富
山
県
当
局｣

、

｢

社
説｣

、｢

語
句｣

、｢

富
豪
・
有
力
者
・
救
済
策｣

の
五
点
か
ら
考
察

す
る
。
な
お
、
米
騒
動
に
関
す
る
記
事
は
、
七
月
下
旬
か
ら
全
国
の
米

騒
動
が
下
火
に
な
る
九
月
上
旬
ま
で
の
記
事
を
対
象
と
す
る
。

１

｢

貧
民
の
実
態｣

に
つ
い
て

第
一
に
、｢

貧
民
の
実
態｣

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
騒
動
の
主
体
と

な
っ
た
貧
民
の
生
活
難
は
想
像
に
難
く
な
い
。
で
は
、
各
紙
は
貧
民
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
高
岡
新
報』

は
、
現
地
視
察
を
行
い
、
貧
民
の
生
活
状
況
を
記
事

に
し
た
。
八
月
上
旬
に
は
数
回
に
わ
た
り
滑
川
に
特
派
員
を
派
遣
し
、

大
工
や
漁
師
な
ど
現
地
の
人
々
の
生
活
状
態
を
取
材
し
、
掲
載
し
て
い
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る
。『

高
岡
新
報』

の
取
材
と
そ
の
内
容
か
ら
は
貧
民
に
は
同
情
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

『

富
山
日
報』

は
基
本
的
に
民
衆
の
状
況
を
理
解
し
た
内
容
を
掲
載

し
て
い
る
。
市
民
が
他
地
域
に
な
ら
っ
て
軽
挙
妄
動
を
起
さ
な
い
よ
う

警
戒
し
て
い
る
警
察
に
対
し
て
、｢

富
山
市
民
に
は
御
祭
り
騒
ぎ
的
に

軽
挙
妄
動
す
る
も
の
は
あ
る
ま
い
が
、
實
際
生
活
難
の
壓
迫
に
堪
え
ら

れ
な
い
細
民
も
居
る
の
だ
か
ら｣
と
貧
民
の
生
活
難
を
理
解
し
て
い
る

(

�)

。

『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

も

『

富
山
日
報』

と
同
じ
く
基
本
的
に
民
衆
の

状
況
を
理
解
し
た
内
容
を
掲
載
し
て
い
る
。｢

兎
に
角
生
活
難
が
彼
程

ま
で
に
立
ち
至
ら
し
め
る
と
は
誠
に
希
有
の
悲
惨
時
と
謂
は
ね
ば
な
ら

ぬ｣

と
貧
民
の
生
活
難
を
認
識
し
て
い
る

(

�)

。

一
方
、『

北
陸
政
報』

は
、
他
紙
よ
り
は
米
騒
動
記
事
が
や
や
少
な

く
、｢

然
し
騒
い
で
見
た
所
で
結
局
米
價
は
下
が
る
も
の
で
は
な
い
此

の
上
は
命
續
く
限
り
精
根
の
盡
く
る
限
り
稼
ぐ
に
如
く
は
な
い｣
と
い

う
よ
う
に
、
騒
動
の
主
体
と
な
っ
た
民
衆
を
蔑
む
内
容
が
み
ら
れ
る

(

�)
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『

高
岡
新
報』

・『

富
山
日
報』

・『

北
陸
タ
イ
ム

ス』

は
貧
民
の
生
活
難
に
は
同
情
的
で
あ
る
一
方
、『

北
陸
政
報』

に

は
貧
民
の
生
活
に
対
す
る
理
解
が
欠
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

２

｢

政
府
・
富
山
県
当
局｣

に
つ
い
て

第
二
に
、｢

政
府
・
富
山
県
当
局｣

に
関
し
て
考
察
す
る
。
政
府
・

富
山
県
当
局
を
各
紙
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
米
騒
動
に
対
す
る
富
山
県
当
局
の
対
応
を
政
府
の
対
応
を
踏

ま
え
な
が
ら
概
観
す
る
。

当
時
の
県
知
事
は
井
上
孝
哉
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
明
治
三
十
一

(

一

八
九
八)

年
内
務
省
に
入
り
、
土
木
監
督
官
、
熊
本
県
参
事
官
、
滋
賀

県
警
察
部
長
、
内
務
書
記
官
な
ど
の
経
歴
を
経
て
、
明
治
四
十
一
年
四

月
佐
賀
県
知
事
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
八
ヵ
月
後
に
免
官
と

な
り
、
東
洋
拓
殖
会
社
理
事
に
転
出
し
た
。
そ
の
後
大
正
六

(

一
九
一

七)

年
、
寺
内
正
毅
内
閣
の
時
に
、
朝
鮮
東
洋
拓
殖
会
社
理
事
か
ら
富

山
県
知
事
と
し
て
起
用
さ
れ
、
大
正
六
年
か
ら
大
正
八
年
四
月
ま
で
の

二
年
四
か
月
在
任
し
て
い
る
。
在
職
期
間
中
に
は
、
発
電
事
業
や
治
水

な
ど
様
々
な
事
業
の
積
極
的
な
支
援
と
指
導
に
あ
た
り
、
行
政
的
手
腕

に
優
れ
、
大
き
な
功
績
を
残
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

米
騒
動
に
お
け
る
富
山
県
当
局
の
対
応
と
し
て
、
八
月
六
日
、
県
内

務
部
長
は
各
郡
当
局
に

｢

秘
八
四
〇
号｣

通
牒
を
発
し
た
。
こ
れ
は
外

米
に
よ
る
救
済
を
進
め
る
一
方
、
警
察
に
よ
る
取
り
締
ま
り
強
化
を
命

ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
応
は
各
市
町
村
当
局
が
救
済
を
進
め
る
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き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

一
方
、
八
月
八
日
に
は

『

高
岡
新
報』

八
月
七
日
号
に
対
す
る
発
売

発
布
禁
止
処
分
を
下
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
警
察
に
よ
る
取
り
締
ま
り

を
強
化
す
る
。
そ
し
て
、
八
月
十
日
付
の
通
達
で
住
民
の
集
合
運
動
に

関
す
る
調
査
を
各
警
察
署
長
、
郡
長
・
市
長
に
命
じ
た
。
さ
ら
に
、
八

月
十
二
日
に
は
、
県
内
の
四
紙
に
対
し
て
扇
動
的
記
事
を
掲
載
し
な
い

よ
う
注
意
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
記
事
の
抹
消
を
命
じ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。全

国
で
米
騒
動
が
広
が
る
中
で
、
政
府
は
米
の
廉
売
を
進
め
る
も
の

の
、
八
月
十
三
日
に
穀
物
収
用
令
を
決
定
し
、
翌
十
四
日
に
は
全
国
の

新
聞
に
対
し
て
米
騒
動
記
事
の
差
し
止
め
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間

全
国
に
天
皇
に
よ
る
御
内
帑
金
三
百
万
円
が
下
賜
さ
れ
、
富
山
県
へ
は

約
三
万
九
千
円
が
交
付
さ
れ
た
。
そ
れ
が
配
当
さ
れ
る
と
同
時
に
県
当

局
は
各
市
町
村
に
恩
賜
米
廉
売
券
と
し
て
割
り
当
て
た
。

こ
の
よ
う
に
、
富
山
県
は
早
く
か
ら
米
騒
動
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
も
の
の
、
騒
動
の
取
り
締
ま
り
と
い
う
強
硬
策
が
多
い
よ
う
に
み
え

る
。こ

う
し
た
富
山
県
当
局
の
対
応
に
対
し
て
、
四
紙
は
以
下
の
よ
う
に

報
道
し
て
い
る
。

『

高
岡
新
報』

は
、
江
花
が
八
月
八
日
、
九
日
の
社
説
で
県
当
局
を

批
判
し
て
い
る
。

一
方
、『

富
山
日
報』

は
、
八
月
中
頃
か
ら
、
社
説
で
政
府
・
富
山

県
当
局
を
批
判
す
る
社
説
や
憲
政
会
関
係
者
に
よ
る
政
府
批
判
の
談
話

を
積
極
的
に
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、『

富
山
日
報』

は

憲
政
会
の
機
関
紙
で
あ
り
、
当
時
の
寺
内
内
閣
が
藩
閥
内
閣
だ
っ
た
た

め
内
閣
批
判
の
急
先
鋒
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
米
騒
動
に
対
す
る

政
治
責
任
に
つ
い
て
は
内
閣
だ
け
で
は
な
く
、
寺
内
内
閣
に
好
意
的
中

立
で
あ
っ
た
政
友
会
も
同
罪
と
し
て
い
る

(

�)

。

『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

は
、
い
く
つ
か
の
批
判
記
事
を
掲
載
し
て
い
る

が
、
社
長
田
中
が
政
友
会
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
政
友

会
に
肩
入
れ
し
て
い
る
記
事
も
あ
る
。

歴
代
内
閣
中
随
分
民
心
を
激
動
せ
し
め
不
祥
事
を
惹
起
せ
し
た
の

も
多
い
が
未
だ
曾
て
現
内
閣
の
如
く
民
心
を
離
反
せ
し
め
民
怨
の

焼
點
と
な
つ
た
の
は
な
い
。
若
し
政
友
會
が
此
最
悪
内
閣
の
援
助

者
た
り
與
黨
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
又
民
怨
の
一
半
を
引
受
け
ざ
る

を
得
な
い
譯
で
あ
る

(

�)

。

『

北
陸
政
報』

は
、
政
府
・
県
当
局
に
対
す
る
批
判
記
事
は
あ
る
も

の
の
他
紙
よ
り
は
少
な
く
、
控
え
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
政
府
へ
の
批

202



判
も
あ
る
な
か
で
、
仲
小
路
農
相
に
対
す
る
同
情
も
み
ら
れ
る

(

�)

。
そ
の

理
由
と
し
て
、
政
友
会
の
機
関
紙
と
し
て
の
性
質
が
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

｢

政
府
・
富
山
県
当
局｣

に
関
し
て
、
こ
の
四
紙
に
は
共
通
点
が
見

出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
政
府
・
富
山
県
当
局
側
に
よ
る
米
騒
動
や
民
衆

に
批
判
的
な
話
も
掲
載
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新
聞
で
は
県

当
局
に
よ
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

併
し
實
際
生
活
難
に
迫
ら
れ
て
騒
ぐ
も
の
は
ホ
ン
の
僅
か
で
大
部

分
は
不
和
雷
同
に
過
ぎ
ぬ
元
来
夏
季
の
不
漁
は
今
年
に
始
ま
つ
た

こ
と
で
は
な
い
毎
年
夏
季
に
な
れ
ば
不
漁
で
あ
る
こ
と
は
判
り
切

つ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
彼
等
は
平
常
に
於
て
此
夏
季
不
漁
期
の
副
業

に
心
掛
け
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
さ
す
れ
ば
假
令
物
価
が

向
上
し
て
多
少
困
る
や
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
も
全
く
糊
口
に
窮
す

る
や
う
な
こ
と
は
な
い
筈
で
あ
る
…
縣
當
局
の
談

(

�)

こ
こ
か
ら
は
、
県
当
局
が
生
活
難
の
貧
民
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

ま
た
、
生
活
難
で
あ
る
と
し
て
も
貧
民
の
平
常
時
の
怠
慢
が
原
因
で
あ

り
、
自
業
自
得
で
あ
る
と
す
る
、
冷
淡
な
見
方
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
米
騒
動
や
民
衆
に
批
判
的
な
内
容
で
あ
っ
て
も
四
紙
と

も
県
当
局
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、『

高
岡
新
報』

・『

富
山
日
報』

・『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

は
行

政
を
批
判
す
る
内
容
を
積
極
的
に
掲
載
し
て
い
る
一
方
、『

北
陸
政
報』

は
行
政
の
批
判
に
は
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
い
と
い
え
る
。

富
山
県
当
局
は
、
米
騒
動
の
対
応
に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、
先
行
研

究
で
は
井
上
県
知
事
の
対
応
は
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
警
察
組

織
を
用
い
た
取
り
締
ま
り
で
米
騒
動
を
拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
を
重
視
し

て
い
た
。
こ
れ
は
井
上
県
知
事
の
警
察
組
織
で
の
経
験
が
反
映
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
統
制
以
外
に
も
県
当
局
は
対
応
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ

れ
は
恩
賜
米
廉
売
券
の
仲
介
と
い
っ
た
国
か
ら
の
政
策
を
遂
行
し
て
い

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
対
応
は
他
府
県
な
ど
で
も
実
施
さ

れ
て
お
り
、
富
山
県
独
自
の
政
策
と
は
い
え
な
い

こ
の
よ
う
に
、
富
山
県
当
局
は
、
民
衆
の
生
活
の
安
定
を
目
指
す
政

策
よ
り
も
、
米
騒
動
を
拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
を
重
視
し
た
政
策
を
と
っ

て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、『

高
岡
新
報』

・『

富
山
日
報』

・

『
北
陸
タ
イ
ム
ス』

が
積
極
的
に
批
判
す
る
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。

３

｢
社
説｣

に
つ
い
て

第
三
に
、｢
社
説｣

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
社
説
で
は
米
騒
動
は
ど
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の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
の
か
。

『
高
岡
新
報』

は
、
八
月
八
日
、
九
日
の
社
説
で
米
騒
動
を
扱
い
、

政
府
・
県
当
局
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

八
月
八
日
の
社
説
で
は
、
県
当
局
の
一
人
が
実
際
に
生
活
難
の
者
は

わ
ず
か
で
あ
り
、
毎
年
の
不
漁
に
備
え
て
お
け
さ
え
す
れ
ば
、
た
と
え

物
価
が
上
が
っ
て
も
困
る
こ
と
が
な
い
は
ず
だ
と
述
べ
た
こ
と
を

『

高

岡
新
報』

は
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。｢

察
す
る
に
當
局
者
は
斯
か
る

不
祥
事
の
廢
生
を
以
て
自
己
の
職
務
上
の
失
態
視
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
忌

み
、
故
ら
に
詭
辯
を
弄
し
た
る
に
は
非
ざ
る
か
。｣

と
し
て
県
当
局
の

発
言
は
責
任
逃
れ
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る

(
�)

。

八
月
九
日
の
社
説
で
は
、
行
政
者
・
警
察
が
騒
擾
罪
と
し
て
民
衆
を

取
り
調
べ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、｢

行
政
者
と
し
て
は
出
来
得
る
限

り
寛
大
の
處
置
を
取
り
、
迅
速
に
救
済
の
方
法
を
講
じ
て
力
を
慰
安
に

致
さ
ゞ
る
可
ら
ざ
る
は
勿
論
で
あ
る
。｣

と
い
う
よ
う
に
、
行
政
者
は

力
を
刑
罰
に
使
う
の
で
は
な
く
、
民
衆
を
救
済
す
る
た
め
に
使
う
べ
き

と
言
及
し
て
い
る

(

�)

。
こ
こ
か
ら
は
江
花
の
、
行
政
者
の
あ
る
べ
き
姿
に

対
す
る
見
方
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
江
花
は
、
の
ち
に
社
説
で
米

騒
動
の
拡
大
を
如
何
に
恐
れ
て
い
た
か
、
自
分
の
書
い
て
き
た
社
説
で

明
白
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

(

�)

。

八
月
中
旬
は
江
花
が
不
在
の
た
め
、
米
騒
動
に
関
係
が
な
い
内
容
の

社
説
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
江
花
が
帰
県
後
に
は
穀
物
収
用
令
な

ど
に
対
す
る
政
府
・
県
当
局
批
判
を
再
び
掲
載
し
て
い
る
。

『

富
山
日
報』

は
、
八
月
七
日
か
ら
社
説
で
米
騒
動
を
扱
い
、
八
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
政
府
を
激
し
く
批
判
す
る
社
説
を
掲
載
し
て

い
る
。
そ
の
な
か
に
は
当
時
の
寺
内
内
閣
打
倒
に
も
言
及
し
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
社
説
の
中
で
は
、
民
衆
を
支
持
す
る
見
方

と
騒
動
・
民
衆
に
批
判
的
な
見
方
が
混
在
し
て
い
る
。

富
山
縣
が
眞
先
に
而
も
各
地
に
貧
民
一
揆
を
出
し
た
と
云
う
事
は

縣
の
耻
辱
で
あ
る
。
…
貧
民
の
生
活
難
は
大
い
に
同
情
す
べ
く
、

政
府
の
無
能
は
飽
ま
で
追
及
す
べ
き
だ
が
、
併
し
貧
民
が
騒
擾
を

為
す
と
云
ふ
事
も
慎
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
今
日

實
際
に
於
て
貧
民
の
生
活
難
は
言
語
に
盡
せ
ぬ
生
活
難
と
い
う
よ

り
も
寧
ろ
生
活
不
能
の
も
の
が
多
い

(

�)

。

こ
の
よ
う
に『

富
山
日
報』

は
貧
民
の
生
活
難
に
は
同
情
し
つ
つ
も
、

騒
動
行
為
自
体
は
否
定
的
に
と
ら
え
て
い
た
。

『
北
陸
タ
イ
ム
ス』

は
、
八
月
七
日
か
ら
社
説
で
米
騒
動
を
扱
い
、

八
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
騒
動
や
政
府
批
判
の
社
説
を
掲
載
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、『

富
山
日
報』

と
同
様
に
、
社
説
の
中
で
は
、
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民
衆
を
支
持
す
る
見
方
と
騒
動
・
民
衆
に
批
判
的
な
見
方
が
混
在
し
て

い
る
。騒

擾
の
動
機
が
米
價
の
暴
騰
に
因
る
差
迫
つ
た
生
活
難
に
あ
る
と

せ
ば
同
情
す
可
き
餘
地
は
あ
れ
ど
、
夫
に
し
て
も
前
後
数
年
に
渡

つ
て
毎
人
に
授
け
ら
れ
た
國
民
教
育
は
決
し
て
公
安
や
秩
序
を
蹂

躙
す
る
如
き
騒
擾
行
為
を
容
認
す
る
ほ
ど
に
緩
慢
な
も
の
で
は
な

か
つ
た
筈
だ

(

�)

。

こ
れ
は
、『

富
山
日
報』

と
同
様
に
、
貧
民
の
生
活
難
に
は
同
情
し

つ
つ
も
、
騒
動
行
為
自
体
は
否
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
と
い
え
る
。

『

北
陸
政
報』

は
、
八
月
下
旬
か
ら
米
騒
動
に
関
す
る
社
説
を
掲
載

し
た
。
米
騒
動
に
関
す
る
社
説
の
中
で
は
、
政
府
に
触
れ
る
こ
と
は
あ

る
も
の
の
、
控
え
め
な
論
調
で
政
府
を
批
判
し
て
い
る
。

騒
動
事
件
の
原
因
を
以
て
漫
り
に
米
價
問
題
の
み
歸
す
る
は
謬
見

の
太
甚
し
き
も
の
也
、
勿
論
米
價
問
題
は
其
の
一
に
し
て
政
府
當

局
者
の
米
價
問
題
に
對
す
る
調
節
政
策
緩
急
其
の
宜
き
を
得
ざ
る

も
の
あ
り
し
は
吾
人
之
れ
を
否
認
す
る
能
は
ず
と
雖
も
其
の
真
因

の
在
る
所
は
此
に
あ
ら
ず
し
て
彼
に
在
り

(

�)

つ
ま
り
、
米
騒
動
の
原
因
は
政
府
・
県
当
局
の
政
策
が
よ
く
な
い
こ

と
も
原
因
で
あ
る
が
、
本
当
の
原
因
は
他
に
も
あ
る
と
し
て
お
り
、
政

府
・
県
当
局
に
全
責
任
が
あ
る
と
は
見
な
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

以
上
の
四
紙
の｢

社
説｣

の
な
か
で『

高
岡
新
報』

が
社
説
で
政
府
・

県
当
局
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
四
紙
に
は
以
下
の
よ
う
な

共
通
点
が
見
出
さ
れ
た
。

第
一
に
、
新
聞
紙
に
よ
っ
て
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
期
間
も
あ
る
も

の
の
、
各
紙
と
も
八
月
中
旬
・
下
旬
に
米
騒
動
に
関
す
る
事
柄
を
社
説

で
扱
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
政
府
ま
た
は
県
当
局
の
新
聞
紙
へ
の
干
渉
に
対
す
る
批
判

で
あ
る
。
各
紙
と
も
県
当
局
か
ら
度
々
出
さ
れ
た
米
騒
動
記
事
差
し
止

め
や
八
月
十
四
日
の
政
府
に
よ
る
米
騒
動
記
事
差
し
止
め
を
批
判
し
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
記
事
の
掲
載
数
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
新
聞
紙

へ
の
干
渉
と
い
う
事
実
に
言
及
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
四
社

は
新
聞
紙
と
し
て
の
使
命
を
認
識
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
八
月
十
四
日
の
政
府
に
よ
る
米
騒
動
記
事
差
し
止
め
を
受
け

て
、
八
月
十
七
日
に
は
四
社
で
記
者
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

言
論
壓
迫
の
反
對

本
縣
下
新
聞
記
者
團
の
蹶
起

富
山
縣
に
於
け
る
北
陸
タ
イ
ム
ス
、
北
陸
政
論

(

マ
マ)

、
高
岡
新
報
、
富

山
日
報
の
記
者
は
十
七
日
午
後
一
時
富
山
ホ
テ
ル
に
集
會
し
這
回

現
内
閣
の
下
し
た
る
言
論
壓
迫
の
非
立
憲
を
憤
慨
し
左
の
如
き
決
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議
を
発
表
せ
り

決
議

現
内
閣
の
新
聞
紙
取
締
は
自
家
の
無
能
を
新
聞
紙
に
轉
嫁
し
事
實

を
隠
蔽
し
て
國
民
を
愚
に
し
國
民
を
し
て
益
々
不
安
の
状
態
に
陥

ら
し
め
た
り
吾
人
は
一
刻
も
早
く
斯
る
暴
戻
な
る
内
閣
の
倒
壊
を

期
す

(

�)

こ
の
よ
う
に
、
米
騒
動
記
事
差
し
止
め
を
契
機
に
県
内
四
社
は
歩
調

を
合
わ
せ
て
政
府
に
よ
る
言
論
弾
圧
に
対
抗
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ

こ
に
は
、
政
府
批
判
に
消
極
的
で
あ
っ
た

『

北
陸
政
報』

も
参
加
し
て

い
た
。
ま
た
、
県
内
四
社
が
参
加
し
た
新
聞
記
者
大
会
は
大
正
二

(

一

九
一
三)

年
九
月
に
も
開
か
れ
て
い
る
。
当
時
は
富
山
県
以
外
に
も
二

十
県
あ
ま
り
の
記
者
が
参
加
し
、
新
聞
紙
法
第
九
条
改
正
と
新
聞
電
話

の
設
定
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
記
者
大
会
は
、
新
聞

紙
の
存
続
に
関
す
る
事
柄
の
際
に
開
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
論
調
を
取
る
か
に
は
関
わ
ら
ず
、
以
前
か
ら
四
社
は

新
聞
紙
と
し
て
の
使
命
を
認
識
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

た
と
え
政
府
批
判
に
消
極
的
で
あ
っ
た

『

北
陸
政
報』

で
も
新
聞
紙
の

存
続
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

第
三
に
、
四
紙
が
米
騒
動
を
社
会
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
米
騒
動
は
政
治
問
題
と
は
性
格
を
異
に
す
る
問
題
、
社
会
上
重

視
す
べ
き
問
題
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
米
騒
動
の
起
因
は
米
価
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
不
公
平
な
社
会
に
も
あ
る
と
、
社
会
政
策
の
必
要
性
を

説
い
て
い
る
。

４

｢

語
句｣

に
つ
い
て

第
四
に
、｢

語
句｣

に
関
し
て
考
察
す
る
。
語
句
は
各
紙
の
姿
勢
を

表
現
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
読
み
取
れ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。｢

語
句｣

に
関
し
て
、
四
紙
に
は
大
き
な

差
異
が
な
く
、
い
く
つ
か
共
通
点
が
見
出
さ
れ
た
。

第
一
に
、
女
性
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
現
場
で
は

｢

女
一
揆｣

、｢

女

群｣

な
ど
の
語
句
を
用
い
て
女
性
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
単
語

に
よ
っ
て
女
性
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
イ
ン
パ
ク
ト
が

強
い
。
多
く
の
騒
動
現
場
で
は
、
証
言
な
ど
か
ら
も
女
性
が
多
か
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
に

｢

女
一
揆｣

、｢

女
群｣

な
ど
の
語
句
を
用
い
た
こ
と
は
、
人
々
に
衝
撃
を
与
え
る
際
に
効
果
的

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

第
二
に
、｢
米
騒
動｣

と
い
う
表
現
は
ご
く
わ
ず
か
に
し
か
用
い
ら
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れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。｢

騒
動｣

と
い
う
語
句
は
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、｢

米
騒
動｣

と
い
う
語
句
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

定
着
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

現
在
、｢
米
騒
動｣

と
い
う
語
句
は
定
着
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
広

め
た
の
は
、
県
外
の
新
聞
紙
で
あ
っ
た
。『

高
岡
新
報』

八
月
三
日
号

の
記
事
を
転
載
し
た

『
大
阪
毎
日
新
聞』

八
月
四
日
号
が
全
国
で
初
め

て

｢

米
騒
動｣

と
い
う
語
句
を
使
用
し
た
。
米
騒
動
は
富
山
県
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
そ
れ
を

｢

米
騒
動｣
と
し
て
全
国
に
、
ま
た
は
後
世
に
広

め
た
の
は
富
山
県
民
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、｢

騒
擾｣

・｢

一
揆｣

・｢

暴
動｣
な
ど
騒
動
を
表
す
単
語
が

混
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
民
衆
に
同
情
的
・
批
判
的
な
論

説
で
あ
っ
て
も｢

暴
動｣

・｢

暴
民｣

と
い
う
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
意
識
し
て
語
句
を
使
い
分
け
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
え
よ
う
。

第
四
に
、｢

特
殊
部
落｣

と
い
う
語
句
が
使
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

記
事
内
で
は
、
特
殊
部
落
民
が
押
し
寄
せ
た
と
い
う
内
容
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
富
山
市
で
の
八
月
八
日
の
騒
動
は
、
実
際
に
特
殊
部
落

出
身
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
新
聞
社
が
騒
動
の
主
体
を
特
殊
部
落
出
身
者
と
決
め
つ
け
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
事
実
以
外
に
特
殊
部
落
と
い
う
語
句

は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

５

｢

富
豪
・
有
力
者
・
救
済
策｣

に
つ
い
て

五
点
目
と
し
て
、｢

富
豪
・
有
力
者
・
救
済
策｣

に
つ
い
て
考
察
す

る
。
富
豪
・
有
力
者
は
米
を
独
占
す
る
者
と
し
て
、
米
商
は
米
価
暴
騰

の
原
因
を
作
り
出
す
者
と
し
て
非
難
の
的
に
な
り
、
貧
民
に
押
し
か
け

ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
記
事
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
富
豪
・
有
力
者
と
の
動
き
と
も
か
か
わ
る
米
騒
動

後
の
救
済
事
業
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
。

ま
ず
、
八
月
上
旬
の
米
騒
動
の
際
に
は
、『

富
山
日
報』

・『

北
陸
タ

イ
ム
ス』

で
は
、
騒
動
時
に
人
々
に
押
し
か
け
ら
れ
た
地
域
の
富
豪
・

有
力
者
・
米
商
な
ど
の
心
情
を

｢

人
心
恟
々｣

と
掲
載
し
て
い
る

(

�)

。

『

高
岡
新
報』

で
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
と
は

反
対
に
、
八
月
五
日
の
記
事
で
は
富
豪
の
妻
の
冷
淡
さ
に
つ
い
て
記
載

し
て
い
る
。
八
月
四
日
夜
新
上
町

(

水
橋
地
域)

に
お
い
て
、
女
軍
は

同
町
に
住
む
富
豪
高
松
長
太
郎
宅
へ
白
米
約
千
俵
を
所
有
す
る
と
し
て
、

押
し
寄
せ

｢

他
へ
米
を
売
る
な｣

と
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
高
松

長
太
郎
の
妻
は

｢

商
売
だ
か
ら
売
る
も
売
ら
ぬ
も
勝
手
だ｣

と
言
い
放
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ち
、
口
論
に
な
っ
た
と
記
事
に
し
て
い
る

(

�)

。

当
初
、
富
豪
・
有
力
者
に
対
す
る
各
紙
の
見
解
は
多
様
で
あ
る
。

『

高
岡
新
報』

の
よ
う
に
彼
ら
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

新
聞
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
に
は
救
済
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
徐
々
に
富
豪
の
中
に
は
米
騒
動
に
対
応
し

よ
う
す
る
姿
勢
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

此
一
隊
は
櫻
木
町
な
る
富
豪
蓮
沼
安
太
郎
氏
の
邸
宅
を
訪
ひ
若
主

人
に
面
會
し
て
愁
訴
し
た
る
由
な
る
も
若
主
人
は
父
と
相
談
の
上

何
と
か
出
来
る
だ
け
救
済
の
道
を
講
ず
べ
し
と
慰
撫
し
た
れ
ば
彼

等
は
大
い
に
満
足
し
叩
頭
百
拝
し
て
引
上
げ
た
り
と
云
ふ

(

�)

実
際
に
富
山
市
の
富
豪
蓮
沼
安
太
郎
は
八
月
十
日
に
金
五
千
円
を
貧

民
に
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
蓮
沼
の
動
き
は
、『

富
山
日
報』

・『

北
陸

タ
イ
ム
ス』

・『

北
陸
政
報』

の
三
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

八
月
十
一
日
の

『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

で
は
次
の
よ
う
に
成
金
に
対
し
て

批
判
し
て
い
る
。

成
金
連
で
は
空
吹
く
風
と
今
日
は
避
暑
明
日
は
温
泉
と
浮
世
離
れ

た
豪
遊
振
り
而
し
中
に
は
お
慈
悲
深
い
お
方
も
あ
つ
て
ゾ
ロ
く
持

米
を
安
賣
す
る
や
う
に
な
り
或
は
施
米
に
或
は
金
員
の
寄
附
と
殊

勝
な
行
動
に
出
る
も
の
も
尠
な
く
は
な
い

(

�)

ま
た
、
江
花
も
八
月
九
日
の
社
説
で
、｢

贅
澤
に
飽
け
る
成
金
の
徒

は
、
此
機
會
に
於
て
一
齋
に
其
の
財
布
の
口
を
切
れ
。｣

と
成
金
を
激

し
く
批
判
し
て
い
る

(

�)

。

そ
れ
に
対
し
て
、『

富
山
日
報』

・『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

・『

北
陸
政
報』

の
三
紙
も
、
成
金
に
よ
る
貧
富
の
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
成
金
を
激
し
く
非
難
す
る
こ
と
で
社
会
を
変
え

る
と
い
う
よ
り
も
社
会
制
度
と
し
て
変
え
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
中

で
、
善
後
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

は
社
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

又
大
資
金
が
大
利
を
収
め
る
資
本
制
度
は
僥
倖
の
機
會
を
巧
に
擴

大
し
た
成
金
を
愈
暴
富
を
遂
げ
し
め
政
商
は
當
路
に
媚
び
頻
々
僥

倖
を
貪
り
相
跳
梁
し
て
上
流
を
作
つ
て
る
。
不
滿
足
の
大
多
數
者

が
其
周
圍
に
猜
妬
と
羨
望
の
眼
を
時
に
炸
發
せ
ん
と
す
る
は
或
は

免
れ
難
き
世
態
で
は
な
い
か
故
に
善
後
策
は
刑
罰
以
外
に
必
ず
内

治
の
大
振
興
を
要
す
る

(

�)

。

『

北
陸
政
報』

で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
回
の
騒
動
事
件
が

[

獨
カ]

り
單
純
な
る
米
價
問
題
に
原
因
す

る
の
み
に
や
あ
ら
ず
し
て
社
會
の
内
部
に
伏
在
せ
る
不
平
就
中
富

豪
者
成
金
者
流
に
對
す
る
不
平
に
原
因
す
る
や
此
の
如
し
故
に
今
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日
に
當
り
騒
動
問
題
に
對
す
る
善
後
策
を
講
ぜ
む
と
欲
せ
ば
獨
り

米
價
問
題
の
調
節
策
の
み
を
以
て
足
れ
り
と
せ
ず
更
に
社
會
政
策

に
遡
り
て
慎
密
な
る
考
慮
を
費
さ
ざ
る
可
か
ら
ず
政
府
自
ら
進
み

て
國
家
社
會
政
策
を
實
行
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
根
本
的
善
後
の
目

的
を
達
す
る
能
は
ざ
れ
ば
也

(

�)

こ
こ
か
ら
、
成
金
な
ど
の
富
裕
者
は
貧
富
の
差
を
生
み
、
疎
ま
れ
る

存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
八
月
上
旬
に
は
富
山
県
全
体
で
救

済
行
動
に
出
な
い
者
も
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
八
月
中
旬
頃
か
ら
は
、
富
豪
や
有
力
者
が
次
々
と
寄
付
金

を
提
供
し
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
行
為
を
｢

救
済
策｣

と
し
て
各

紙
が
報
じ
て
い
る
。
富
豪
の
動
き
に
対
し
て
、『
北
陸
タ
イ
ム
ス』

は

知
名
の
富
豪
が
貧
民
に
押
し
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
自
分
達
へ
の

被
害
の
波
及
を
恐
れ
て
動
き
出
し
た
も
の
も
多
い
模
様
だ
と
し
て
い
る

(

�)

。

こ
う
し
た

｢

救
済
策｣

に
つ
い
て
は
、
各
紙
と
も

｢

各
地
の
救
済｣

な
ど
の
項
目
で
各
地
域
に
お
け
る
救
済
事
業
を
記
事
に
掲
載
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
県
内
で
米
騒
動
が
下
火
に
な
る
頃
に
は
、
米
騒
動
記
事
よ
り

も
む
し
ろ
救
済
策
に
関
す
る
記
事
の
方
が
上
回
っ
て
い
る
。

米
騒
動
時
、
全
国
に
天
皇
に
よ
る
御
内
帑
金
三
百
万
円
が
下
賜
さ
れ
、

富
山
県
へ
は
約
三
万
九
千
円
が
交
付
さ
れ
た
。
そ
れ
を
各
市
町
村
に
恩

賜
米
廉
売
券
と
し
て
割
り
当
て
た
。
こ
れ
が
県
内
で
の
救
済
策
の
基
本

と
な
っ
た
が
、
そ
の
他
に
も
各
地
域
で
様
々
な
救
済
策
が
と
ら
れ
て
い

る
。
救
済
策
は
、
主
に
地
域
の
有
力
者
や
富
豪
か
ら
の
寄
付
金
、
米
や

外
米
を
は
じ
め
と
し
た
穀
物
の
廉
売
な
ど
で
あ
る
。

例
え
ば
、
富
山
市
で
は
、
こ
の
恩
賜
米
廉
売
券
の
他
に
富
豪
か
ら
の

資
金
を
も
と
に
、
米
一
升
に
付
五
銭
値
引
と
い
う
米
の
廉
売
券
を
配
付

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
救
済
策
は
、
米
騒
動
発
生
地
で
は
騒
動
か
ら
数

日
後
に
は
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
米
騒
動
が
起
き
な
か
っ
た
県
西

部
な
ど
の
地
域
で
も
早
く
か
ら
米
の
廉
売
な
ど
の
救
済
事
業
が
行
わ
れ

た
。
救
済
事
業
は
米
騒
動
が
起
き
て
い
た
地
域
で
は
対
応
策
と
し
て
必

然
的
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
米
騒
動
が
起
き
て
い
な
い
地
域
で
も
米

騒
動
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
た
。

江
花
も
有
力
者
に
よ
る
救
済
事
業
に
つ
い
て
は
八
月
九
日
の
社
説
で
、

｢

兩
水
橋
、
滑
川
、
魚
津
等
の
各
町
の
有
志
の
寄
附
金
に
依
り
て
急
遽

窮
民
の
救
済
を
履
行
し
、
隣
保
相
助
く
る
の
實
を
示
し
得
た
る
こ
と
は

好
個
の
先
例
を
作
せ
た
る
も
の
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。｣

と
称
賛
し
、

先
例
と
す
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る

(

�)

。

ま
た
、
救
済
策
が
行
わ
れ
る
中
で
、『

富
山
日
報』

・『

北
陸
タ
イ
ム

ス』

は
救
助
を
慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
も
論
じ
て
い
る
。
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今
日
白
米
の
廉
賣
其
他
の
方
法
に
依
り
生
活
の
餘
裕
あ
る
も
賃
銭

の
引
下
げ
を
ば
為
さ
ん
と
は
せ
ず
し
て
依
然
高
賃
銭
を
貪
り
居
れ

り
、
此
間
の
事
情
甚
だ
不
自
然
な
る
は
徹
底
せ
る
救
済
方
法
を
講

ぜ
ざ
る
為
め
に
し
て
、
一
方
に
困
憊
の
極
に
陥
り
あ
る
も
の
に
は

何
等
救
済
出
来
ず
し
て
救
済
の
要
無
き
も
の
に
救
済
を
為
す
が
如

き
變
態
と
は
な
り
た
る
也

(

�)

そ
の
上
で｢

救
済
の
頻
行
は
只
民
衆
の
怠
惰
心
を
剛
致
す
る
計
り
だ
。｣

と
し
て
い
る

(

�)

。
こ
こ
か
ら
は
民
衆
に
対
し
て
冷
淡
で
あ
る
と
も
と
ら
え

ら
れ
る
。

一
方
、
各
紙
と
も
救
済
と
並
行
し
て
民
心
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
優

先
す
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

民
衆
が
騒
擾
を
起
し
た
の
は
米
高
の
み
に
絶
望
的
の
憤
怒
を
横
噴

し
た
の
で
は
な
い
、
寧
ろ
實
際
は
對
政
府
的
反
感
を
経
と
し
對
富

階
級
の
奢
侈
や
其
他
不
公
平
な
社
會
状
態
に
睡
眥
の
憤
怒
を
發
す

る
機
會
と
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
善
後
の
計
は
米
の
施
與
を
廉
賣

よ
り
も
民
心
の
宥
和
を
計
る
が
急
で
あ
る

(

�)

。

確
か
に
救
済
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
た
り
障
り
な
く
救
済
を

し
て
い
れ
ば
本
当
に
救
済
が
必
要
な
貧
民
へ
行
き
届
か
な
い
お
そ
れ
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
救
済
に
頼
り
す
ぎ
て
し
ま
え
ば
、

救
済
す
な
わ
ち
行
政
側
の
支
援
な
し
で
は
生
活
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
民
衆
の
社
会
上
・
政
治
上
の
参
加
は
難
し

く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
各
紙
は
民
心
を
安
心
さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
点

か
ら
、
新
聞
社
の
考
え
方
が
揺
れ
動
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、『

高
岡
新
報』

は
富
豪
と
救
済
に
つ
い
て
、
成
金
た
ち
を

批
判
し
、
救
済
事
業
へ
の
参
加
を
要
請
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
三
紙
は
、
社
会
の
不
公
平
は
成
金
た
ち
の
影

響
も
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
よ
り
も
行
政
側
か
ら
社
会
制
度
を
変
え

て
い
く
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
全
て
の
民
衆
が
主
体
と
な
る
社
会
を
目

指
す
に
あ
た
っ
て
は
、
民
衆
だ
け
の
力
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ

れ
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
行
政
側
の
役
割
は
大
き
い
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
行
政
側

の
役
割
を
改
め
て
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
み
た
記
事
内
容
か
ら
は
、
四
紙
の

論
調
は
多
様
だ
が
、
各
紙
が
そ
れ
ぞ
れ
米
騒
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
民
衆
側
に
立
っ
た
報
道
と
い

う
点
に
お
い
て
は
、『

高
岡
新
報』

が
積
極
的
で
あ
っ
た
。
一
方
、
残

り
の
三
紙
で
は
民
衆
と
そ
の
行
動
に
対
し
て
冷
淡
と
と
れ
る
論
説
も
存
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在
す
る
。
し
か
し
、『

北
陸
政
報』

は
成
金
を
批
判
し
て
社
会
政
策
の

実
行
を
主
張
し

(

�)

、『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

は
資
本
主
義
の
見
直
し
を
主
張

し
て
い
る

(
�)

。
ま
た
、『

富
山
日
報』

は
、
民
衆
を
取
り
巻
く
労
働
賃
金

の
不
平
等
を
見
直
す
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
、
三
紙
が

社
会
政
策
に
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
先
行
研
究
が
論
じ
て
い
る

よ
う
に
単
に
冷
淡
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
と
評
価
で
き
よ
う
。

第
五
章

『

高
岡
新
報』

の
報
道
姿
勢

１

『

高
岡
新
報』

の
報
道
と
そ
の
背
景

本
節
で
は
、
米
騒
動
に
お
け
る

『

高
岡
新
報』
の
積
極
的
な
報
道
姿

勢
の
背
景
を
考
察
す
る
。

第
一
に
、
明
治
二
十
三

(

一
八
九
〇)

年
の
米
騒
動
と
関
係
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
高
岡
で
は
明
治
二
十
三
年
に
激
し
い
米
騒
動
が
起
こ
っ

た
。
大
川
啓
に
よ
る
と
、
高
岡
新
報
社
社
長
木
津
太
郎
平
の
祖
父
で
富

豪
と
し
て
有
名
な
木
津
太
郎
平
は
、
明
治
二
十
三
年
の
米
騒
動
に
際
し

て
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
彼
は
米
騒
動
時
、
米
の
寄
付
な
ど
の
対
策
を
行

う
も
の
の
、
非
難
の
対
象
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
、
木

津
家
は
積
極
的
に
市
政
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

(

�)

。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
大
正
七
年
の
米
騒
動
時
に
高
岡
で
は
激
し

い
動
き
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
高
岡
で
は
早
く
か
ら
救
済
事

業
が
実
施
さ
れ
、
木
津
太
郎
平
や
当
時
の
取
締
役
四
津
谷
貞
次
郎
も
関

与
し
て
い
る
。
高
岡
の
救
済
事
業
は
、
こ
の
他
に
困
窮
者
一
人
に
つ
き

一
日
五
銭
を
現
金
で
支
給
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
救
済
事
業

は
、
大
正
元

(

一
九
一
二)

年
の
米
価
騰
貴
の
際
の
事
業
と
関
係
し
て

い
る
。
当
時
、
貧
民
の
生
活
難
に
同
情
し
た
有
力
者
四
津
谷
貞
次
郎
が

義
捐
金
を
募
り
、
廉
価
な
米
を
供
給
し
た
。
そ
の
残
金
を
四
津
谷
貞
次

郎
、
木
津
太
郎
平
、
鳥
山
敬
二
郎
の
三
氏
で
保
管
し
て
お
り
、
そ
れ
を

今
回
の
救
済
事
業
と
し
て
用
い
た
と
し
て
い
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
高
岡
で
は
過
去
の
歴
史
的
経
験
を
踏
ま
え
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
地
の
有
力
者
で
あ
る
木
津
を
は
じ
め

と
す
る
高
岡
新
報
社
幹
部
も
過
去
の
記
憶
を
深
く
認
識
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
米
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
早
く
か
ら
救
済
事
業
に
関
わ
る
こ
と
で
、
大
川
氏
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に

(

�)

、
米
騒
動
を
未
然
に
防
ぎ
、
よ
り
よ
い
市
政
を
運
営
し
よ
う

と
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
木
津
は
有
力
者
で
あ
る
自
ら
が
救
済
事
業
に
関
わ
り
、
救

済
事
業
の
記
事
を
掲
載
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
社
会
に
向
け
て
有
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力
者
た
ち
を
促
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、『

高
岡
新
報』

に
お
け
る
米
騒
動
報
道
の
意
義
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
に
、
高
岡
新
報
社
が
、
特
に
主
筆
の
江
花
が
、
真
実
を
真
実
と

し
て
報
道
す
る
と
い
う
新
聞
紙
の
使
命
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
江
花
は
社
説
で
、｢

苟
く
も
新
聞
紙
の
職
分
が
社
會

の
明
鏡
た
る
に
在
る
以
上
は
我
等
は
飽
ま
で
も
事
實
を
事
實
と
し
て
報

導
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
況
ん
や
此
の
如
き
社
會
上
最
も
重
視
す
べ
き

事
件
の
突
廢
に
於
て
を
や
。｣

と
述
べ
て
い
る

(

�)

。

江
花
の
よ
う
な
新
聞
紙
の
使
命
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
八
月
十
七
日

の
記
者
大
会
の
よ
う
に
各
紙
と
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
、

江
花
は
強
く
新
聞
紙
の
使
命
を
受
け
止
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
、
江
花
の
米
騒
動
に
対
す
る
見
方
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

る
。ま

ず
、
米
騒
動
に
つ
い
て
江
花
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

[

過
去
の
一
揆
的
騒
擾
の]

暴
動
原
因
な
る
も
の
は
概
し
て
飢
饉

凶
作
に
廢
せ
ざ
る
こ
と
無
き
に
、
今
回
東
西
兩
水
橋
町
及
び
滑
川

町
等
に
勃
廢
せ
る
も
の
は
其
の
事
情
を
異
に
し
、
數
年
来
打
續
く

豊
作
の
後
を
承
け
、
本
年
の
作
況
も
亦
惡
し
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら

ず
、
事
業
界
の
勃
興
に
伴
ひ
幾
多
の
成
金
を
簇
生
し
、
社
會
の
半

[

面
カ]

に
は
黄
金
の
波
を
漂
は
し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
江
花
は
今
回
の
米
騒
動
に
つ
い
て
、
過
去
の
米
騒
動

と
は
異
な
る
性
質
と
と
ら
え
て
お
り
、
今
回
の
米
騒
動
に
対
し
て
、
凶

作
は
も
ち
ろ
ん
、
成
金
た
ち
に
よ
る
影
響
も
大
き
い
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
江
花
が
札
幌
出
張
の
際
、
列
車
の
中
で
出
会
っ
た
あ
る
富

山
県
出
身
者
は
、
今
回
の
米
騒
動
は

｢

富
山
縣
の
恥
辱
で
あ
る
。
富
山

縣
民
の
意
気
地
無
き
こ
と
を
天
下
に
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。｣

と
述

べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江
花
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
し
乍
ら
私
の
決
し
て
夫
れ
を
恥
辱
と
感
ぜ
ざ
り
し
所
以
の
も
の

は
、
我
が
社
會
全
般
に
生
活
難
の
恐
る
べ
き
壓
迫
が
加
は
り
つ
ゝ

あ
る
こ
と
確
認
し
た
か
ら
で
あ
る
。
現
に
全
國
の
騒
擾
は
夫
れ
を

明
か
に
証
明
せ
る
と
共
に
、
富
山
縣
民
を
意
苦
地
無
し
と
思
ふ
者

は
一
人
も
無
く
な
つ
た
で
は
な
い
か

(

�)

。

他
の
新
聞
紙
で
は
、
騒
動
と
い
う
行
為
に
対
し
て
否
定
的
な
意
見
も

あ
る
中
、
江
花
は
騒
動
行
為
を
生
活
難
の
圧
迫
に
立
ち
向
か
う
行
為
で

あ
る
と
し
、
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
江
花
は
時
事
に
対
し
て
鋭
い
洞
察
力
を
も
っ

て
と
ら
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

第
四
に
、
夕
刊
紙
と
し
て
の
利
点
、
当
日
午
前
中
の
ニ
ュ
ー
ス
を
当
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日
の
夕
方
に
掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

富
山
県
に
お
け
る
米
騒
動
は
、
午
後
八
時
ご
ろ
に
集
合
し
、
深
夜
を

ま
わ
り
午
前
二
時
ご
ろ
、
ま
た
は
明
け
方
に
解
散
す
る
こ
と
が
一
般
的

で
あ
る
。
朝
刊
紙
で
あ
る
と
、
午
前
の
騒
動
は
、
記
事
の
締
め
切
り
に

間
に
合
わ
ず
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
夕
刊
紙
で
あ
れ

ば
午
前
の
騒
動
は
朝
刊
紙
よ
り
も
早
く
掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
夕
刊
紙
で
あ
る
こ
と
で
他
紙
と
は
異
な
り
迅
速
な
報
道

を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

２

井
上
江
花
と
警
察
の
評
価

『

高
岡
新
報』

が
積
極
的
な
報
道
を
行
う
一
方
で
、
江
花
は
斎
藤
行

三
県
警
察
部
長
か
ら
名
指
し
で
批
判
を
受
け
る
。
斎
藤
県
警
察
部
長
は
、

｢

所
謂
越
中
女
一
揆
ト
新
聞
ト
ノ
関
係
ニ
就
テ｣

と
い
う
文
書
を
記
し
、

新
聞
社
な
ど
各
方
面
に
配
布
し
た
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
、
米
騒
動

を
全
国
に
流
し
た
の
は
新
聞
社
特
に
江
花
の
責
任
で
あ
り
、
江
花
は
危

険
思
想
の
持
ち
主
だ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

水
橋
滑
川
ノ
哀
願
運
動

(

八
月
四
日
ヨ
リ
ノ
事
柄)

ヲ
他
府
県
ニ

対
シ
極
力
報
道
シ
タ
ル
高
岡
電
話

(

又
高
岡
雷
電)

ナ
ル
モ
ノ
ゝ

正
体
ハ
何
レ
ニ
ア
リ
ヤ
八
月
二
十
日
発
行
ノ
高
岡
新
報

(

越
中
窮

民
ノ
為
サ
シ
メ
タ
ル
記
者
大
会
ノ
決
議)

ナ
ル
記
事
ノ
証
明
ス
ル

通
リ
此
ノ
正
体
ハ
区
々
タ
ル
高
岡
新
報
社
内
ノ
各
通
信
員
に
非
ズ

シ
テ
井
上
主
筆
其
ノ
人
ナ
ル
コ
ト
ハ
何
人
モ
首
肯
ス
ル
処
ナ
ル
ベ

シ
然
ラ
バ
ス
ナ
ワ
チ
石
川
オ
ヨ
ビ
大
阪
地
方
ヘ
誇
張
的
カ
ツ
煽
動

的
通
信
ノ
全
責
任
は
同
主
筆
ニ
オ
イ
テ
之
ヲ
負
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
信

ズ

(

�)

こ
こ
で
は
、
斎
藤
県
警
察
部
長
は
県
外
へ
米
騒
動
記
事
を
報
道
し
た

の
は
江
花
で
あ
り
、
江
花
は
そ
の
全
責
任
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
江
花
は
、
八
月
三
十
、
三
十
一
、
九
月
二
日
の
三

回
に
わ
た
っ
て
社
説
で
反
論
し
て
い
る
。

全
然
與
か
り
知
ら
ざ
る
他
社
の
通
信
に
ま
で
も
全
責
任
を
負
ふ
べ

し
な
ど
ゝ
云
へ
る
途
方
も
な
き
宣
言
を
下
さ
れ
し
の
み
な
ら
ず
、

(

縣
外
新
聞
所
載
記
事
の
全
責
任
は
縣
外
新
聞
各
自
之
れ
を
負
う

位
の
こ
と
は
三
尺
の
童
子
も
尚
且
之
を
知
つ
て
居
る)

後
文
に
於

て
私
の
讒
誣
中
傷
に
力
め
ら
れ
し
に
は
呆
れ
返
ら
ざ
る
を
得
な
い

(

�)

。

江
花
は
、
県
外
新
聞
記
事
内
容
の
責
任
を
押
し
つ
け
る
の
は
あ
き
れ

る
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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ま
た
、
警
察
文
書
で
は
、
高
岡
新
報
社
自
体
が
危
険
思
想
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

高
岡
新
報
ハ
本
件
ニ
接
シ
テ
亢
奮
熱
狂
シ
タ
リ
ケ
ン
他
新
聞
ヨ
リ

ハ
後
レ
テ
八
月
四
日
ニ
至
リ
俄
然
猛
烈
ナ
ル
態
度
ヲ
示
シ
自
社
ハ

勿
論
石
川
大
阪
等
ノ
方
面
ヘ
マ
デ
頗
ル
過
激
ナ
ル
句
調
ヲ
以
テ
誇

張
的
且
煽
動
的
報
導
ヲ
為
ス
ニ
努
力
シ
以
テ
自
ラ
快
ナ
リ
ト
シ
又

官
憲
ノ
注
意
警
告
ヲ
蔑
視
シ
得
タ
リ
ト
為
ス
ヲ
得
意
ト
ス
ル
風
ア

リ
シ
ヲ
認
ム

(

�)

こ
れ
に
対
し
て
、
江
花
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

驚
き
入
つ
た
る
臆
測
に
て
、
高
岡
新
報
社
を
恰
も
社
會
主
義
の
巣

窟
で
も
あ
る
か
の
如
く
世
人
に
誤
信
せ
し
む
る
の
危
険
を
敢

[

て

カ]

す
る
も
の
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
斯
う
し
た
臆
測
と
誣
妄

を
平
気
に
て
公
表
す
る
齋
藤
警
察
部
長
こ
そ
恐
ら
く｢
亢
奮
熱
狂｣

の
為
で
あ
ら
う
と
推
察
す
る
よ
り
外
は
な
い
の
で
あ
る

(

�)
。

さ
ら
に
、
警
察
文
書
で
は
、
県
内
四
紙
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
評
価
を

付
け
て
い
る

(

�)

。『

高
岡
新
報』

は
先
に
記
載
し
た
よ
う
に
、
官
憲
の
注

意
も
蔑
視
し

｢

亢
奮
熱
狂｣

し
て
報
道
し
て
い
る
と
し
、
こ
れ
と
同
じ

く
、『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

も
官
憲
の
注
意
に
拮
抗
し
舞
文
曲
筆
し
て
い

る
と
し
て
い
る
。
一
方
、『

北
陸
政
報』

は
官
憲
の
注
意
を
受
け
入
れ

て
お
り
、『

富
山
日
報』

は
概
ね
筆
を
慎
み
、
官
憲
の
注
意
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
無
益
有
害
の
報
道
を
避
け
て
い
る
と
み
て
い
る
。
警
察
の

評
価
は
あ
く
ま
で
主
観
で
あ
る
が
、
や
は
り

『

高
岡
新
報』

に
対
し
て

は
厳
し
い
評
価
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
県
内
の
報
道
全
体
を
考
え
る
と
、

大
正
元
年
の
米
騒
動
に
お
け
る
報
道
姿
勢
は
訓
導
慰
撫
的
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
煽
動
挑
発
的
で
あ
る
と
し
て
い
る

(

�)

。
警
察
か
ら
見
て
も
、
新
聞

報
道
の
影
響
力
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
警
察
組
織
か
ら
警
戒
さ
れ
る
ほ
ど
高
岡
新
報
及
び
主

筆
の
江
花
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
江
花
は

批
判
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
言
論
で
立
ち
向
か
う
と
い
う
新
聞
記
者

ら
し
い
や
り
方
で
社
会
を
先
導
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

大
正
七
年
七
月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
に
か
け
て
、
富
山
県
内
の
新
聞

四
紙
は
社
説
も
含
め
て
独
自
に
米
騒
動
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
報
道
に

は
、
各
新
聞
の
特
色
や
政
治
的
背
景
が
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
各

紙
の
米
騒
動
と
民
衆
の
と
ら
え
方
が
異
な
っ
て
お
り
、
民
衆
を
支
持
す

る
論
調
と
蔑
む
論
調
が
存
在
し
た
。
特
に

『

高
岡
新
報』

は
民
衆
と
そ
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の
騒
動
行
為
に
同
情
的
で
あ
る
一
方
、『

北
陸
政
報』

は
民
衆
に
は
厳

し
い
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
基
本
的
に
民
衆
に
寄
り

添
っ
た
報
道
を
し
て
い
る

『

富
山
日
報』

・『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

に
も
騒

動
行
為
や
民
衆
に
批
判
的
な
文
言
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
各
紙

の
論
調
か
ら
一
概
に
報
道
姿
勢
を
断
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

県
内
四
紙
の
中
で
も

『
高
岡
新
報』

は
米
騒
動
記
事
を
大
々
的
に
取

り
上
げ
、
民
衆
側
に
立
っ
た
報
道
を
行
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

米
騒
動
の
報
道
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、『

高
岡
新

報』

が
積
極
的
な
理
由
に
は
、
新
聞
社
の
特
色
や
幹
部

(

社
長
木
津
太

郎
平
、
主
筆
井
上
江
花)

の
動
向
・
報
道
姿
勢
が
関
係
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
特
に
、
井
上
江
花
は
、
新
聞
記
者
と
い
う
立
場
か
ら
真
剣

に
米
騒
動
と
社
会
を
と
ら
え
、
社
会
を
先
導
し
て
い
っ
た
人
物
の
一
人

で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
ご
と
に
見
た
各
紙
の
主
張
は
多
様
だ
が
、
そ

こ
に
は
各
紙
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
各
紙
と
も
行
政

当
局
を
批
判
し
て
い
る
な
か
で
社
会
政
策
の
必
要
性
を
説
い
て
お
り
、

今
後
の
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、『

高
岡
新
報』

の
井
上
江
花
は
、
民
衆
側
に
立
ち
な
が
ら
成

金
批
判
と
社
会
政
策
の
実
行
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
残
り

の
三
紙
も
民
衆
と
救
済
に
対
し
て
冷
淡
と
と
れ
る
論
説
も
存
在
す
る
が
、

三
紙
が
社
会
政
策
に
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究

が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
冷
淡
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
。

富
山
県
に
お
け
る
米
騒
動
は
、｢

非
日
常｣

的
世
界
を
作
り
出
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は

｢

日
常｣

を
完
全
に
打
ち
壊
す
も
の
で
は
な
く
、

｢

非
日
常｣

を
通
じ
て

｢

日
常｣

を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
県
内
の
新
聞

報
道
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

『

高
岡
新
報』

は
四
紙
の
中
で
も
民
衆
に
寄
り
添
っ
た
報
道
を
し
て

い
た
。
現
状
を
と
ら
え
民
衆
に
寄
り
添
っ
た
報
道
を
行
う
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
民
衆
に
寄
り
添
い
、
騒
動
を
報
じ
続
け
る
だ
け
で

は
、｢

非
日
常｣

の
ま
ま
と
ど
ま
り
、｢

日
常｣

は
何
も
変
わ
ら
な
い
。

時
に
は

｢

日
常｣

を
修
正
す
る
必
要
も
で
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
役
割

を
果
た
し
た
の
も
新
聞
報
道
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『

高
岡
新
報』

以
外
の
紙
面
に
み
ら
れ
た
騒
動
行
為
に
否
定
的
な
文
言
や
各
紙
の
救
済

事
業
や
社
会
政
策
に
関
す
る
記
事
は
、
こ
れ
以
上

｢

非
日
常｣

に
向
か

わ
せ
な
い
よ
う
に
牽
制
し
、
よ
り
よ
い

｢

日
常｣

、
そ
れ
を
含
め
た
よ

り
よ
い
社
会
へ
向
か
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

『

高
岡
新
報』
は
、
歴
史
的
な
経
験
を
踏
ま
え
た
う
え
で
現
在
の
社
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会
を
と
ら
え
、
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
社
会
を
先
導
し
て
い
た
。
一

方
、
他
の
三
紙
も
社
会
制
度
の
変
革
を
訴
え
て
い
る
一
面
は
あ
る
も
の

の
、
社
会
の
現
状
維
持
を
願
う
一
面
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は

｢

日
常｣
と

｢
非
日
常｣

と
の
間
で
揺
れ
動
い
て
お
り
、
社
会
の
在

り
方
を
模
索
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
早
く
か
ら
確
固

た
る
信
念
を
持
っ
て
社
会
を
考
え
、
言
論
を
用
い
て
立
ち
向
か
っ
た

『

高
岡
新
報』

と
井
上
江
花
は
富
山
と
い
う
地
域
社
会
の
先
導
者
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

注
釈

(

１)

井
上
清
・
渡
辺
徹
編

『

米
騒
動
の
研
究』
一

(
有
斐
閣
、
一
九
五
九

年)

。

(

２)

北
日
本
新
聞
百
年
史
編
さ
ん
委
員
会

『

富
山
県
民
と
と
も
に

北
日

本
新
聞
百
年
史』

(

北
日
本
新
聞
社
、
一
九
八
四
年)

。

(

３)

藤
野
裕
子

『

都
市
と
暴
動
の
民
衆
史
―
東
京
・
一
九
〇
五
―
一
九
二

三
―』

(

有
志
舎
、
二
〇
一
五
年)

。

(

４)

金
沢
敏
子
・
向
井
嘉
之
・
阿
部
不
二
子
・
�
谷
實『

米
騒
動
と
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム

大
正
の
米
騒
動
か
ら
百
年』

(

梧
桐
書
院
、
二
〇
一
六
年)

。

(

５)
『

富
山
日
報』

大
正
七
年
八
月
九
日
号
雑
報
。

(

６)

前
掲

『

米
騒
動
の
研
究』

一
。

(

７)

前
掲

『

富
山
県
民
と
と
も
に

北
日
本
新
聞
百
年
史』

。

(

８)

同
右
。

(

９)

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
米
蔵
の
会

『

魚
津
フ
ォ
ー
ラ
ム

米
騒
動
を
知
る』

(

桂
書
房
、
二
〇
一
三
年)

。

(

�)

同
右
。

(

�)
『

富
山
日
報』

大
正
七
年
八
月
九
日
号
雑
報
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
十
一
日
号
雑
報
。

(

�)
『

北
陸
政
報』

大
正
七
年
八
月
十
日
号
雑
報
。

(

�)
『

富
山
県
政
史

第
五
巻

(

甲)』
(

富
山
県
、
一
九
四
四
年)

。

(

�)
『

富
山
日
報』

大
正
七
年
八
月
二
十
二
日
号
社
説
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
十
八
日
号
社
説
。

(

	)
『

北
陸
政
報』

大
正
七
年
八
月
二
十
二
日
号
雑
報
。

(


)
『

北
陸
政
報』

大
正
七
年
八
月
七
日
号
雑
報
。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
八
日
号
社
説
。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
九
日
号
社
説
。

(


)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
九
月
二
日
号
社
説
。

(

�)
『

富
山
日
報』

大
正
七
年
八
月
十
日
号
社
説
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
二
十
二
日
号
社
説
。

(

�)
『

北
陸
政
報』

大
正
七
年
八
月
二
十
二
日
号
社
説
。

(

�)
『

富
山
日
報』

大
正
七
年
八
月
十
八
日
号
雑
報
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
八
日
号
雑
報
。

(
�)

『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
五
日
号
雑
報
。

(
�)

『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
九
日
号
雑
報
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
十
一
日
号
雑
報
。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
九
日
号
社
説
。
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(
�)

『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
十
五
日
号
社
説
。

(
�)

『

北
陸
政
報』

大
正
七
年
八
月
二
十
六
日
号
社
説
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
十
九
日
号
社
説
。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
九
日
号
社
説
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
二
十
二
日
号
社
説
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
十
九
日
号
説
。

(

�)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』
大
正
七
年
八
月
十
九
日
号
社
説
。

(

�)
『

北
陸
政
報』

大
正
七
年
八
月
二
十
六
日
号
社
説
。

(

	)
『

北
陸
タ
イ
ム
ス』

大
正
七
年
八
月
十
五
日
号
社
説
。

(


)
『

富
山
日
報』

大
正
七
年
八
月
十
日
号
社
説
。

(

�)

大
川
啓

｢

民
衆
と
近
代
社
会
―
一
八
九
〇
年
の
高
岡
市
周
辺
地
域
に

お
け
る
米
騒
動
を
中
心
に
―｣

(
『

日
本
史
研
究』

六
九
〇
号
、
二
〇

二
〇
年)

。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
十
三
日
号
雑
報
。

(


)

前
掲
大
川

｢

民
衆
と
近
代
社
会｣

、
一
六
八
項
。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
九
日
号
社
説
。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
七
日
号
社
説
。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
二
十
日
号
社
説
。

(

�)
『

富
山
県
史

史
料
編
Ⅶ

近
代
下』

(

富
山
県
、
一
九
八
二
年)

。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
三
十
一
日
号
社
説
。

(

�)

前
掲

『

富
山
県
史

史
料
編
Ⅶ

近
代
下』

。

(

�)
『

高
岡
新
報』

大
正
七
年
八
月
三
十
日
号
社
説
。

(

�)

前
掲

『

富
山
県
史

史
料
編
Ⅶ

近
代
下』

。

(

�)

前
掲

『

富
山
県
史

史
料
編
Ⅶ

近
代
下』

。

凡
例

・
引
用
文
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
難
読
と
思
わ
れ
る
表
記
に
つ
い
て
は

原
文
の
一
部
を
改
変
し
て
記
し
た
。

・
引
用
文
中
の

[
]

は
引
用
者
よ
る
補
足
で
あ
る
。
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図
１

富
山
県
地
図

井
上
清
・
渡
辺
徹
編

『

米
騒
動
の
研
究』

一

(

有
斐
閣
、
一
九
五

九
年)

一
四
八
項
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図
２

富
山
県
内
の
新
聞
社

出
典：

北
日
本
新
聞
百
年
史
編
さ
ん
委
員
会

『

富
山
県
民
と
と
も
に

北
日
本
新
聞
百
年
史』

(

北
日
本
新
聞
社
、
一
九
八
四
年)

を
も
と
に
作
成

県
内
支
局

地
域
色

政
党
色
と

経
緯

創
刊
年

所
在
地

新
聞
種
類

富
山
、
氷
見

高
岡
、
砺
波
な
ど
の
県
西
部
で
購

読
数
が
多
い
。

中
立
紙
と
さ
れ
る
が
、
政
友
会
色

も
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。

高
岡
米
商
会
所
で
取
引
さ
れ
る
米

の
相
場
を
中
心
に
掲
載
し
た
新
聞

が
前
身
。

明
治
�
年
創
刊

高
岡
市

夕
刊
高
岡
新
報

高
岡
、
出
町
、
魚
津

富
山
で
の
購
読
数
が
圧
倒
的
に
多

い
。

改
進
党
系

(

当
時
は
憲
政
会)

改
進
党
の
主
張
を
広
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
発
行
。

明
治
�
年
に

『

中
越
新
聞』

と
し

て
創
刊

(

県
紙
第
一
号)

明
治
�
年

『

中
越
新
聞』

↓『

富
山

日
報』

へ
改
題

富
山
市
総
曲
輪

朝
刊
富
山
日
報

富
山
、
高
岡
、
砺
波
、
魚
津

４
紙
の
中
で
一
番
普
及
、
県
内
全

体
に
普
及
し
て
い
る
。
中
で
も
新

川
郡
で
の
講
読
数
が
多
い
。

中
立

創
刊
当
初
か
ら

｢

政
党
と
は
無
関

係
の
一
紙｣

と
言
い
続
け
て
い
た

が
、
社
長
田
中
清
文
が
自
由
党
系

だ
っ
た
た
め
、
論
調
は
自
由
党
系

を
評
価
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

明
治
�
年
創
刊

富
山
市
総
曲
輪

朝
刊
北
陸
タ
イ
ム
ス

富
山
で
の
購
読
数
が
圧
倒
的
に
多

い
。

自
由
党
系

(

当
時
は
政
友
会)

『

富
山
日
報』

に
対
抗
し
、
発
行
。

以
後

『

富
山
日
報』

と
は
対
立
し

続
け
る
。

明
治
�
年
に

『

北
陸
公
論』

と
し

て
発
行
。
以
後
改
題
を
続
け
て
存

在
。

『

北
陸
政
報』

明
治
�
年
９
月
〜
大

正
７
年
８
月
�
日

(

大
正
７
年
�

月
	
日
か
ら
は

『

富
山
新
報』

へ

改
題)

富
山
市
総
曲
輪

朝
刊
北
陸
政
報


